
主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

主な内容
■年頭のごあいさつ･････････････････････Ｐ２
■議会構成が替わりました　ほか･････････Ｐ４
■農業委員会だより･････････････････････Ｐ６

平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475
平成21年（2009）

No.475

１ 月

広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報広報

ＮＰＯ法人清流の会（今�憲雄理事長）では
12月20・21日の両日、健やかな年明けを願い
門松を制作しました。
21日には会員20人が作業に参加。18対の門

松を制作し、村内各所に飾り付けました。（関連
は10ページ）
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

村
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満
ち
た
平
成
21
年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
の
影
響
に
よ
り
国
内
景
気
は
急
速
に
落
ち

込
み
、
今
な
お
も
企
業
業
績
は
悪
化
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
基
礎
研
究

に
力
を
注
い
だ
小
林
誠
氏
、
益
川
敏
英
氏
、
南
部
陽
一
郎
氏
の
３
名
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
、
下
村
脩
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
国
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
村
が
誕
生
し
て
か
ら
50
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
11
月
１
日
に
は
記
念
式
典
を
、
２
日
に
は
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
特
産
物
で
あ
る
こ
ん
に
ゃ
く

芋
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
良
好
な
価
格
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
し
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法

で
は
第
５
分
団
、
第
９
分
団
が
県
大
会
で
ダ
ブ
ル
優
勝
を
飾
り
、
さ
ら
に
全
国
大
会
に
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お
い
て
は
第
９
分
団
が
優
良
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
、
昭
和
村
に
ゆ
か
り
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
を
「〝
や
さ
い
王
国
〞昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
」
と
し
て
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
本
村
に
関
す
る
情
報
の
発
信
や
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
有
益
な
情
報
や
助
言
を
得
て
産
業
・
文
化
・
観
光
等
の
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
や
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
地
方
自
治
体
に
と
り
ま
し
て
は
、
地
方
税
収
が

伸
び
悩
む
な
か
で
、
地
方
分
権
に
伴
う
権
限
移
譲
へ
の
対
応
や
、
行
財
政
改
革
の
必
要

性
、
少
子
・
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
対
策
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
の
的
確
な

把
握
に
努
め
、
福
祉
の
向
上
や
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
４
月
を
目
途
に
、
昨
年
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
」
を
本
格
的
に
稼
働
さ
せ
、
緊
急
情
報
や
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
迅
速
か
つ
確

実
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
皆
様
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
た
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
を
行

う
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
や
遊
休
農
地
等
の
宅
地
化
誘
導
等
を
行
い
、
財
政
力
の
強

化
や
若
者
の
定
住
化
、
流
入
人
口
の
増
加
な
ど
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
、
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
民
皆
様
の
御
健
勝
と
限
り
な
い
御
発
展
を
心
か
ら
ご
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、

ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
村
議
会
第
13
期
生
も
、
昨
年
12
月
に
議
会

構
成
が
替
わ
り
、
不
肖
私
が
歴
史
あ
る
本
村
の
議
会
議
長

の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

元
々
、
浅
学
非
才
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
責
を
全

う
す
べ
く
最
大
限
の
努
力
を
重
ね
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
議
員
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
議

会
人
と
し
て
公
正
な
立
場
を
堅
持
し
、
議
会
運
営
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
村
も
昨
年
合
併
50
周
年
の
節
目
の
年
を
経
過
し
、
第

４
次
総
合
計
画
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
農
業
、
工
業
、
商
業
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
、
若
い
人
た
ち
が
安
心
し
て
残
れ
る
村
づ
く
り
に
ま
い

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
村
民
皆
様
の
英
知

を
結
集
し
、
そ
れ
を
実
践
し
て
本
村
の
発
展
の
た
め
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
が
村
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良
い
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
並
び
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
の
議
会
構
成

に
よ
り
、
副
議
長
と
い

う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

全
力
で
努
力
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

財
政
面
も
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
村
を

築
か
れ
た
先
人
の
方
々
を
学
び
な
が
ら
、
村
民
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
、
村
発
展
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

12
月
10
日
に
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
構
成
が
替

わ
り
ま
し
た
。

新
た
に
、
議
長
に
は
金
子
松
二
郎
前
副
議
長
が
、

副
議
長
に
は
金
井
正
夫
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議長

金　子　松二郎

副議長

金　井　正　夫

議
会
構
成
が
替
わ
り
ま
し
た

平
成
21
年
１
月
１
日
付
け
、

役
場
職
員
人
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〔
昇
任
〕

▼
総
務
課

課
長
補
佐
兼
財

政
係
長
…
堤
重
典
（
財
政
係

長
）
、
主
査
…
小
野
妙
子

（
主
任
）、
主
査
…
真
下
伸
夫

（
主
任
）

▼
税
務
課

主
査
…
小
林
勉

（
主
任
）

▼
産
業
課

課
長
補
佐
兼
農

政
係
長
…
兵
藤
勉
（
農
政
係

長
）
、
主
査
…
小
野
一
志

（
主
任
）

▼
建
設
課

課
長
補
佐
…
川

端
宏
行
（
係
長
）、
課
長
補

佐
…
澤
浦
正
（
係
長
）

役
場
職
員
人
事
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お 知 ら せ

村
で
は
関
越
交
通
㈱
に
運
行
を

委
託
し
て
、
永
井
線
、
生
越
・
中

野
循
環
線
、
赤
谷
・
桜
循
環
線
の

３
つ
の
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
永
井
線
で
運
行
し

て
い
る
バ
ス
が
、
新
し
い
車
両
に

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
変
更
日

２
月
１
日
（
日
）

※
早
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
バ
ス
の
特
徴
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
外
観

水
色
　

※
従
来
の
車
両
の
赤
と
白
を
基
調

と
し
た
外
観
と
大
き
く
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
定
員

29
人

■
座
席
数

20
席

※
従
来
の
車
両
（
定
員
57
人：

座

席
数
27
席
）
と
比
べ
、
新
し
い
車

両
は
小
型
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ご
乗
車
の
際
は
お
年
寄
り
や

子
ど
も
へ
優
先
的
に
座
席
を
譲
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
バ
ス
の
運
行
時
刻
・
運

行
本
数
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課

1
２

４
―
５
１
１
１
（
内
線
31
・
32
）

永井線に導入される予定のバス

村
路
線
バ
ス
永
井
線
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

２
月
１
日
か
ら

路
線
バ
ス
の

車
両
が
変
わ
り
ま
す

住民税の申告相談を行います
住民税の申告相談を申告相談日程表のとおり行います。
住民税は平成20年中に所得があり、平成21年１月１日現在で昭和村に住所がある方などを対象に課税され

るものです。20年中に所得があると思われる方は各地区の相談会場で申告をすませてください。
持参する物
①所得金額の計算に必要な帳簿など
②生命保険や簡易保険などの領収書（土地を売った場合
は、土地売買契約書や領収書など）

③印鑑
④源泉徴収票または受領額の分かるもの、農業・自営業
などの人は収入金額および必要経費の分かるもの

⑤社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（ハガキで
通知されています）

⑥その他必要と思われる書類や領収書など
注意事項
●ご自身で記入される方は、役場税務課又は会場に用意
してある申告書をご利用ください

●所得税の確定申告を税務署で行う方は、申告の必要は
ありません

●通常、給与所得者は申告する必要がありませんが、給
与以外の所得がある方や雑損控除、医療費控除を受け
る方は相談してください。

●収入金額および必要経費などが分かるように準備をし
てきてください。

その他
相談会場へ来られない方は、２月16日（金）～３月

16日（月）の間（土日を除く）に役場税務課までお越し
ください。また、ローン減税の申告や所得税の還付請求
等を希望する方は役場委員会室の相談会場へお越しくだ
さい。
■問い合わせ 税務課　1２４－５１１１(内線19)

申告相談日程表

※申告はお住まいの行政区の相談会場のみとさせて
いただきます。

月　日
（曜日）

受付
時間

対　象　地　区 相　談　会　場

２月18日
（水）

２月19日
（木）

２月20日
（金）

２月23日
（月）

２月24日
（火）

２月25日
（水）

２月26日
（木）

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

永 井 下 ・ 上

入 原 上 ・ 下

藤井、宮貝戸、根岸、伏田

森 下 上 ・ 中

森下下、鎌沢、入沢

三ツ谷、橡久保北部・南部

吹張、宿、中宿、中内出

常木､滝寺､南内出､上内出

生 越

田岸､大堀､滝久保､池原

中野上･下､大河原､長者久保

追 分 、 赤 谷

赤城原第一・第二

松ノ木平第一・第二

永井住民センター

入 原 区 民 館

川額集落センター

地域活性化センター

地域活性化センター

昭和村役場委員会室

生越住民センター

貝野瀬構造改善センター

大河原住民センター

追分住民センター

赤 城 原 区 民 館

松ノ木平第二住民センター

◎
相
談
時
間

午
前
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
午
後
１
時
〜
４
時



「
結
婚
願
望
は
あ
る
が
、
き

っ
か
け
が
な
い
」「
好
き
な
相
手

が
見
つ
か
ら
な
い
」
・
・
・
。

昭
和
村
交
流
事
業
実
行
委
員

会
は
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
の
「
出
会
い
の

場
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
農
業
委
員
会
も

一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。昨

年
２
回
の
交
流
会
を
実
施

し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
ゴ
ル

フ
大
会
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。そ

し
て
今
年
、
２
月
14
日
の

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
合
わ
せ
て
第
３
回
の
ふ
れ
あ

い
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

軽
食
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
花
火
大

会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
日
程

に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
勢
で
見
る
花
火
は
、
い
つ

も
よ
り
一
味
も
、
二
味
も
違
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
高
橋
）

申
し
込
み
は
１
月
27
日(

火)

ま
で
。
詳
し
く
は
昭
和
村
交
流

事
業
実
行
委
員
会
（
役
場
保
健

福
祉
課
内
）
1
２
４
―
５
１
１

１
（
内
線
24
）
ま
で
。

6

新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
い
る
あ
な
た
へ

出
会
い
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り
◎　問い合わせ　◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL 24－5111

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平

成
21
年
の
新
春
を
元
気
で
迎
え
ら

れ
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
国
内
で
は
食
品
の
偽
装
問
題

や
中
国
商
品
に
対
す
る
信
用
の
失
墜
な

ど
、
食
に
対
し
て
の
「
安
心
・
安
全
」
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
も
昨
年
、
合
併
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
多
く
の
土
地
改
良

事
業
を
行
っ
た
結
果
、
現
在
で
は
多
く

の
畑
で
水
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
、
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
機
械
の
大
型
化
に

よ
り
農
作
業
の
効
率
化
も
進
み
、
経
営

の
安
定
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

原
油
高
騰
な
ど
に
よ
り
生
産
資
材
、

特
に
肥
料
の
値
上
げ
や
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉

な
ど
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
本
村
で
は

後
継
者
も
多
く
、
仲
間
同
士
、
栽
培
技

術
の
向
上
に
心
が
け
、
村
の
農
業
を
発

展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

昭和村農業委員
会 長　星 野 吉 一

シリーズ　認定農業者　①

林　直也さん
（28歳・中野下）

経営内容
・レタス

・雨除けほうれん草

・アスパラ

農業を始めてから７年が経ちます。この

間、様々な事がありましたが、個人的な技

術進歩があったかと聞かれたら、何とも言

えません。しかし、今年は中国人研修生を

受け入れることになっており、周りの先輩

方の意見を取り入れながら、一人前の経営

者として善処していきたいと思っています。
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家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経

営
や
生
活
、
将
来
の
目
標
な
ど
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、
文
書

に
ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

「
う
ち
に
は
必
要
な
い
」「
文

書
に
し
な
く
て
も
分
か
り
合
っ
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
」
・
・
・
。
果

た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

家
族
だ
か
ら
こ
そ
、
気
持
ち
よ

く
働
き
生
活
す
る
た
め
の
ル
ー
ル

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

家
族
経
営
協
定
の
主
な
内
容
は
、

・
農
業
経
営
の
方
針

・
労
働
時
間
、
報
酬
、
休
日

・
農
業
面
の
役
割
分
担

・
生
活
面
の
役
割
分
担

な
ど
で
、
各
家
族
で
話
し
合
い
、

自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
３
月
現
在
、
県
内
で
１
４

４
２
家
族
が
、
利
根
沼
田
管
内
で

は
本
村
が
最
も
多
く
、
１
１
０
家

族
が
締
結
し
て
い
ま
す
。

難
し
く
考
え
ず
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
協
定
書
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

ま
た
、後
継
者
の
就
農
・
結
婚
、

経
営
移
譲
等
に
よ
り
協
定
書
の
見

直
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
農

業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
根
沼
田
管
内
の
家
族
経
営
協

定
推
進
研
修
会
に
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
協
定
書
の
見
直

し
・
再
締
結
を
行
っ
た
農
家
の
方

が
、
後
継
者
や
嫁
が
意
欲
を
持
っ

て
経
営
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
休
日
を
決
め
た
こ
と
で

趣
味
な
ど
の
自
分
の
時
間
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

自
ら
の
経
験
を
生
き
生
き
と
発
表
。

今
回
の
研
修
会
で
家
族
経
営
協

定
の
締
結
は
、
楽
し
い
家
庭
づ
く

り
・
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
強
く
感
じ
、
多
く
の
農
家

の
皆
さ
ん
に
締
結
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
新
木
）

家族経営協定の普及を推進しています

結ぼう　家族経営協定

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
経
営
者
や
そ
の
家
族
が
将
来
に
希

望
を
持
ち
、
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
家
族
内
の

ル
ー
ル
を
つ
く
る
家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族家族経営協定調印式で協定書に署名する家族

家
族
経
営
協
定
推
進

研
修
会
に
参
加
し
て

家族経営協定を結んで
真下亀作委員の場合

２年前に協定を結んだ真下亀作委員一家

経営内容
・雨除けほうれん草　70アール(3.5回)

・ハウス苺(やよいひめ) 35アール

・バンダム(未来) 70アール

・その他　10アール

家族経営協定を結んだのは平成19

年の３月。私(55歳)、妻(52歳)、息子

(26歳)、父親(84歳)の４者協定です。

息子は、高校を卒業して約２年ほど

就職。平成13年の秋に就農しました。

同級生や同年代の人たちが就農してい

たので刺激されたようです。

当初息子は、農業経験がなく何の作

業を行ったら良いかわからず、指導す

るのも大変でした。

この経営協定を結ぼうと思ったのは

農業委員になったことが一つのきっか

けですが、息子の農業者としての自覚

を促す事が一番の要因でした。

昨年５月に息子が結婚。子供が産ま

れる予定です。少ない金額ですが、毎

月息子夫婦にも給料を支給しています。

また、60歳になったら、息子に経

営移譲をしたいと思っています。

家族経営協定は、互いの役割分担を

明確にし、やりがいを持って仕事や生

活ができるため良いことだと思います。



地
域
住
民
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
活
動
で
、
私
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
地
域
の
役
員
さ
ん
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
な
か
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、

地
域
の
役
員
さ
ん
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る

地
域
の
人
び
と
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昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)昨年８月に行われた人権教室で子育保育園の園児に語りかける村の人権擁護委員、今�憲雄さん(右)と織田澤寛示さん(左)
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人権擁護委員

何
人
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
、人
権
。

日
本
国
憲
法
で
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
基
本
的
人
権
が
唱
わ
れ
て
い

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
一
般
の
人
た
ち
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
幅
広
い
分
野
の
人
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、

地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
諸
外
国
に
も
例
を
み
な
い
制
度
で
、

現
在
お
よ
そ
１
万
４
千
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

利
根
沼
田
地
区
（
沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
）
で
は
１
月
１
日
現
在
、
24
人
（
う
ち
、
昭

和
村
は
２
人
）
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
員
は
、
地
域
住
民
が
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
役
場
な

ど
で
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
た
り
す

る
ほ
か
、
人
権
侵
害
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
救
済
の
た
め
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
守
る
た
め
、

学
校
を
訪
問
し
人
権
教
室
で
講
演
す
る
な
ど
の

啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
　
人
権
擁
護
委
員

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

昭
和
中
学
校
で
は
、
道
徳
の
授
業
な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
人
権
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
表
彰

人
権
教
室
を
実
施

前
橋
地
方
法
務
局
沼
田
支
局
と
沼
田
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
大
会
利
根
沼
田
地
区
大
会

の
表
彰
式
が
12
月
７
日
、
沼
田
市
東
原
庁
舎
で

行
わ
れ
、
昭
和
中
学
校
か
ら
、
七
五
三
木
浄
美

さ
ん
（
３
年
生
）、
吉
澤
千
智
さ
ん
（
３
年
生
）、

大
竹
成
美
さ
ん
（
１
年
生
）
の
３
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

利
根
沼
田
地
区
で

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
を
行
う
の
は
初
め

て
。
今
回
は
世
界
人

権
宣
言
か
ら
60
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

10
校
７
２
６
作
品
の

中
か
ら
、
19
の
優
秀

作
品
に
つ
い
て
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
中
学
校
で
は
人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜

10
日
の
一
週
間
）
に
ち
な
み
12
月
12
日
、
全
校

生
徒
を
対
象
に
人
権
教
室
を
実
施
。
前
橋
地
方

法
務
局
か
ら
、
八
木
雅
美
人
権
擁
護
課
長
を
招

き
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
や
い
じ
め
問
題
の
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
八

木
課
長
の
「
心
に
負
っ
た
傷
は
癒
え
な
い
」、

「
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」
と
の
言
葉

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

表彰された七五三木さん(左)、�澤さん(中央)、大竹さん(右)

生徒に話しかける八木人権擁護課長

昭
和
中
学
校
の
人
権
学
習
活
動
を
紹
介

沼田人権擁護委員会

会長　今�憲雄さん

人がそこにいる限り人権

は存在します。私たち人権

擁護委員は、人権相談や啓

発活動をとおして、皆さん

に人権について考えていた

だくきっかけ作りができれ

ばと考えています。昭和村

では、村民の皆さんの理解

が深く、特に学校やＰＴＡ、

生徒の皆さんの人権学習の

取り組みは、素晴らしいと

感じています。今年は世界

人権宣言が採択されてから

60年の節目を迎えます。

今後も幅広い活動を通じて、

人権の啓発に取り組んでい

きたいと思いますので、ご

協力をお願いいたします。
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12
月

村
で
は
12
月
25
日
、
寝
た
き

り
な
ど
の
高
齢
者
を
在
宅
介
護

し
て
い
る
家
庭
に
、
介
護
慰
労

金
を
支
給
、
介
護
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
12
月
１
日
か

ら
翌
年
11
月
30
日
ま
で
の
１
年

間
、
要
介
護
度
が
４
ま
た
は
５

に
相
当
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
継
続
し
て
在
宅
介
護
し
て

い
る
世
帯
に
対
し
て
、
支
給
さ

れ
ま
す
。

こ
の
日
は
加
藤
村
長
や
吉
澤

和
男
民
生
児
童
委
員
会
長
ら

が
、
各
家
庭
を
訪
れ
る
な
ど
、

対
象
と
な
っ
た
22
世
帯
の
家
族

に
慰
労
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。介護慰労金を受け取る家族

一
年
間
の
在
宅
介
護

ね
ぎ
ら
う

第
二
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
12
月
16
日
、
同

保
育
園
近
く
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
美
ら
寿
の

家
」
を
訪
れ
、
お
年
寄
り
と
楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。

同
保
育
園
で
は
、
発
表
会
な
ど
に
「
美
ら
寿

の
家
」
の
利
用
者
を
招
待
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
園
ま
で
来
ら
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
年
に

２
、
３
回
同
施
設
を
訪
れ
、
お
遊
戯
や
歌
な
ど

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
年
長
組
の
男
の
子
と
女
の
子
が

そ
れ
ぞ
れ
遊
戯
を
披
露
し
た
ほ
か
、
年
長
・
年

中
組
の
合
せ
て
40
人
が
歌
を
披
露
。
最
後
は
お

年
寄
り
と
手
遊
び
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
遊
戯
や
歌
を
披
露
し
た
園
児
た

ち
に
お
年
寄
り
が
「
小
さ
い
子
ど
も
は
か
わ
い

い
も
の
。
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
勉
強

し
て
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
」
と
、
お
礼
の
言

葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
か
ら
園
児
一

人
ひ
と
り
に
お
菓
子
が

渡
さ
れ
、
園
児
た
ち
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

お
遊
戯
や
歌
・
手
遊
び
で
楽
し
く
交
流

笑顔で手遊びをする園児とお年寄り

会員の手によって次つぎと制作されていく門松

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清
流
の
会（
今
�
憲
雄
理
事
長
）

で
は
、
12
月
20
・
21
日
の
両
日
、
門
松
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
は
同
会
員
20
人
が
参
加
し
、
18
対
の

門
松
を
制
作
。

21
日
に
は
午
前
９
時
か
ら
作
業
を
開
始
し
正

午
ま
で
の
３
時
間
で
、
す
べ
て
の
門
松
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
門
松
づ
く
り
は
「
地
域
の
人
た
ち
に
新

年
を
健
や
か
に
迎
え
て
も
ら
お
う
」
と
、
同
会

が
４
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

完
成
し
た
門
松
は
、
糸
井
地
区
や
貝
野
瀬
地

区
、
越
生
地
区
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
や
お
寺

に
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
昭

和
の
湯
」
に
も
飾
ら
れ
、
来
館
者
ら
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

清
流
の
会
が
門
松
づ
く
り

完成した門松ヤッタ～!!ボクの勝ち!!



1 1

県
内
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
、

「〝
や
さ
い
王
国
〞昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
」
の

委
嘱
状
交
付
セ
レ
モ
ニ
ー
が
12
月
19
日
、
昭
和

の
森
山
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
使
は
村
出
身
者
ま
た
は
村
に
ゆ
か
り
が

あ
る
人
で
、
村
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
が
対
象

で
、
村
の
紹
介
や
村
づ
く
り
へ
の
提
言
な
ど
を

行
い
ま
す
。

今
回
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
村
内
は
も
ち
ろ

ん
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
11
人
。

こ
れ
で
先
に
東
京
・
銀
座
で
委
嘱
さ
れ
た
県

外
の
大
使
26
人
と
合
わ
せ
、
37
人
の
ふ
る
さ
と

大
使
が
誕
生
し
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
後
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
大
使

を
代
表
し
て
、
宮
下
智
満
さ
ん
（
渋
川
市
）
が

「
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
。
自
分
な
り
に
精
一

杯
務
め
た
い
」
と
ふ
る
さ
と
大
使
の
決
意
を
、

続
い
て
佐
藤
直
紀
さ
ん
（
高
崎
市
）
が
「
村
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
。
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ

Ｒ
方
法
を
提
案
し
て
い
け
た
ら
」
と
村
へ
の
思

い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
県
外
の

ふ
る
さ
と
大
使
が
駆
け
つ
け
、
今
回
委
嘱
を
受

け
た
県
内
の
ふ
る
さ
と
大
使
と
交
流
。
セ
レ
モ

ニ
ー
後
に
は
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
が
催
さ
れ
、

親
ぼ
く
を
深
め
ま
し
た
。

加藤村長から委嘱状を受け取るふるさと大使

認知症の症例の寸劇と説明に聞き入る参加者（赤城原区民館）

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
行
う
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。

赤
城
原
区
民
館
で
は
11
月
26
日
に
、
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
12
月
19
日
に
実
施
。
講
座

に
は
赤
城
原
区
民
館
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

そ
れ
ぞ
れ
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
話
や
症
例

に
つ
い
て
の
寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
脳

の
記
憶
の
仕
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
が
体
を
つ

か
っ
て
再
現
す
る
な
ど
、
認
知
症
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
。参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
、

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

県
内
で
活
躍
す
る
11
人
が
ふ
る
さ
と
大
使
に

森
下
中
組
区
で
は
、
毎
年
秋

に
行
わ
れ
る
「
豊
年
お
ど
り
」

で
お
は
や
し
に
使
用
す
る
和
楽

器
な
ど
の
道
具
を
、
魅
力
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
市
町
村
振
興
宝

く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
）
を
財
源
に
、
群
馬
県
市
町

村
振
興
協
会
が
地
域
の
健
全
な

発
展
、
宝
く
じ
の
普
及
と
広
報

を
目
的
に
住
民
組
織
に
助
成
し

て
い
る
も
の
で
す
。

購
入
し
た
道
具
は
今
年
の
豊

年
お
ど
り
で
早
速
披
露
さ
れ
、

八
木
節
の
お
は
や
し
と
踊
り
が

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

コミュニティ事業で購入した道具一式

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
で

八
木
節
の
道
具
を
購
入

真剣に聞き入る参加者（地域活性化センター）

体を使って脳の仕組みを勉強
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「
あ
っ
と
い
う
間
の
50
年
」

そ
う
振
り
返
る
澤
浦
清
さ
ん

英
子
さ
ん
ご
夫
妻
。

清
さ
ん
は
20
歳
か
ら
リ
フ

ト
設
置
の
仕
事
を
始
め
、
こ

れ
ま
で
に
戸
倉
・
丸
沼
・
苗

場
ス
キ
ー
場
な
ど
に
リ
フ
ト

を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

「
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は

丸
沼
ス
キ
ー
場
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
」
と
清
さ
ん
。「
山
の

傾
斜
が
き
つ
く
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
高
所
作
業
は
緊
張

し
た
」
と
言
い
ま
す
。

子
さ
ん
は
「
朝
４
時
起

き
で
雇
っ
た
若
い
子
４
、
５

人
の
お
弁
当
を
作
り
、
仕
事

に
送
り
出
し
た
」
と
忙
し
か

っ
た
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

清
さ
ん
の
趣
味
は
ゴ
ル

フ
。
40
歳
か
ら
本
格
的
に
始

め
、
今
で
も
平
均
ス
コ
ア
83

か
ら
84
で
ま
わ
る
ほ
ど
の
腕

前
で
す
。
一
時
は
体
調
を
崩

し
遠
ざ
か
っ
て
い
た
も
の

の
、
毎
朝
20
分
の
犬
の
散
歩

と
ス
イ
ン
グ
200
球
で
「
以
前

よ
り
調
子
が
良
く
な
っ
た
」

と
い
う
清
さ
ん
。
200
球
の
ス

イ
ン
グ
は
趣
味
が
高
じ
て
設

置
し
た
自
宅
と
な
り
の
練
習

場
で
、「
毎
日
欠
か
さ
ず
続

け
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

お
二
人
は
、
清
さ
ん
が
70

歳
に
な
っ
た
の
を
期
に
仕
事

を
引
退
。
今
は
「
ゴ
ル
フ
練

習
場
に
訪
れ
る
仲
間
と
の
交

流
が
楽
し
み
」と
言
い
ま
す
。

「
年
を
取
る
た
び
仲
良
く

な
る
」
と
い
う
お
二
人
。
円

満
の
秘
訣
は
「
お
互
い
の
信

頼
と
、
ガ
マ
ン
」
と
か
。
こ

れ
か
ら
は
「
体
に
気
を
付
け

な
が
ら
、
お
互
い
助
け
合
っ

て
行
き
た
い
」
と
微
笑
ん
で

い
ま
し
た
。

澤
さわ

浦
うら

清
きよし

さん (76歳)
英
ひで

子
こ

さん (70歳)
・鎌沢

「
あ
っ
と
い
う
間
の
50
年
」

（昭和34年１月10日入籍）

今
イチオシ
月 の 村

公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

数学だけが生きがいだ
った男の純愛ミステリー。
天才数学者でありなが

らさえない高校教師に甘
んじる石神は、愛した女
を守るため完全犯罪を目
論む。湯川は果たして真
実に迫れるか。

愛がいない部屋
石田衣良 (著)
集英社

おもちのきもち
かがくいひろし (著)

講談社

拷問者の影（新しい太陽の書１）
ジーン・ウルフ (著)／岡部広之 (訳)

早川書房

くまのこうちょうせんせい
こんのひとみ 作／いもとようこ 絵

金の星社

容疑者Ｘの献身
東野圭吾 (著)
文藝春秋
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あ
り
が
と
う

両
親
　
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
ん
な
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
兄
ち
ゃ
ん
も
あ
り
が
と
う
。

お
じ
ぃ
�
お
ば
ぁ
　
理
想
の
夫
婦
で
あ
り
、
目
標
と
し
て
い
る

存
在
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

天
国
か
ら
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
。

渋
工
ラ
グ
ビ
ー
部
　
厳
し
い
思
い
出
、
楽
し
い
思
い
出
。
一
生

の
宝
物
を
あ
り
が
と
う
。

会
社
の
先
輩
・
後
輩
　
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

美
佳
さ
ん
　
素
敵
な
彼
女
、
今
で
は
奥
さ
ん
の
紹
介
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
大
変
、
感
謝
。

美
穂
　
お
い
し
い
料
理
あ
り
が
と
う
。
か
わ
い
い
莉
乃
を
産
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

莉
乃
　
か
わ
い
い
仕
草
、
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

心
優
し
く
、
元
気
な
子
に
育
て
!!

昭
和
村
　
こ
の
自
然
、
田
畑
を
あ
り
が
と
う
。

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
た
い
。

本
当
に
「
あ
り
が
と
う
」

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
竹た
け

内う
ち

紘こ
う

嗣じ

さ
ん
（
22
歳
・
宮
貝
戸
）
で
す
。

保育園から高校まで一緒だった友達。人当たりが良

く、笑顔が素敵なナイスガイ。

お互い仕事が忙しくなかなか会えないけど、また今

年も一緒に八木節をおどりましょう。

今年は丑年！牛を放牧
（赤城原：１月７日撮影）

染
そめ

谷
や

祐
ゆう

介
すけ

さん

(22歳・藤井)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ぼ
く
も
職
場
体
験
が
た
の
し

み
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｍ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

で
職
場
体
験
を
し
た
中
学
生
の

皆
さ
ん
は
「
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
を
感
じ
た
」、「
仕
事
に
達
成

感
を
感
じ
た
」
な
ど
、
体
験
し

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
、
様
々

な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

も
し
体
験
す
る
と
し
た
ら
、

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
職
業
を
体

験
し
て
み
た
い
で
す
か
？

広
報
統
計
係
　

地
域
の
行
事
の
こ
と
や
小
・

中
学
校
の
出
来
事
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
て
い
て
見
て
い
て
楽

し
い
で
す
。

（
Ｈ
・
Ｋ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
も
村
内
各
地
を
駆
け
め

ぐ
り
、
村
の
様
々
な
出
来
事
な

ど
を
紹
介
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

も
し
、「
こ
ん
な
催
し
が
あ

る
よ
」「
賞
を
と
っ
た
よ
」
な

ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
企
画
課
広
報
統
計
係
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
統
計
係

楽
し
み
で
す

地
域
密
着
で
楽
し
い
で
す

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

⇒

⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒⇒

⇒

うし
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クリスマスコンサート

「きらきら星」の手話歌に挑戦

第一保育園では12月25日、沼
田市よりピアノ奏者の山田啓子さ
ん、娘でフルート奏者の裕子さん
親子を招き、クリスマスコンサー
トを実施。
山田さん親子が見事な演奏を披

露したほか、園児たちとクリスマ
スの歌をうたったり、手話歌をし
たり一緒に楽しみました。

今年も一年間ありがとう

一年の感謝を込めてマウンドを整備

周辺のゴミ拾いを行うスポーツ少年団

村体育協会野球部（高橋秀樹部長）

では12月13日、一年間の感謝を込め

て、村総合グランド野球場の整備や

周辺のゴミ拾いを実施しました。

作業に参加したのは、村内のスポ

ーツ少年団や昭和中野球部、社会人

野球チームなどに所属する、子供か

ら大人までおよそ100人。

午後１時30分に総合グランド野球

場に集まった参加者はおよそ２時間、

野球場の整備やバックネットなどの

補修作業、周辺のゴミ拾いなどの清

掃作業に汗を流しました。

竹馬の友と心ゆくまで囲碁勝負

碁盤を囲む万年青会のみなさん（昭和の森山荘にて）

久呂保尋常高等小学校を昭和22年に卒業した同級生８

人の集まり、万
お

年
も

青
と

会（廣田忠一会長）では　毎年、年

間10回程度全員共通の趣味である囲碁を楽しむために集

まっています。

同会では12月15日、メンバー８人全員が集まり昭和の

森山荘で和気あいあいと囲碁を楽しみました。

会を主宰する廣田忠一さんは「万年青会で集まるよう

になったのは25年くらい前から。昭和の森山荘は３、４

年前から利用しています。場所も近く、気の合う仲間と

ゆっくり囲碁を楽しめるので最高の環境。会ではみんな

の元気な顔を見るのが楽しみで、生きがいでもあります。

これからも囲碁を通じてお互いの交流を続けて行きたい」

と話していました。

職場体験の感想は？
昭和中学校では12月17日、チャレンジウ

ィークに参加した２年生が１年生や受け入れ
事業所の人たちを前に、職場体験の内容や感
想を発表しました。
発表会では、２年生がスライドを用いて職

場での仕事の内容や職場体験を通じての感想
を発表。
生徒たちは「仕事の達成感を強く感じた」

といった感想や「あいさつなどのコミュニケ
ーションが大切だと感じた」、「責任感を持っ
て仕事に取り組んだ」など、チャレンジウィ
ークを通して感じたことや「この経験をこれ
からの生活に活かして行きたい」などの意見
を発表しました。

スクリーンを使いながら発表する生徒
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森下八木節保存会（真下亀作会長）では12月31日、

きれいな道で新しい新年を迎えようと森下昭和インター

線アクセス道路のゴミ拾いを実施しました。

同会では毎年恒例となっている大晦日の忘年会の前

に、「せっかく集まるのだから何か役立つことを」と、

今年からゴミ拾いを実施することに。

「きれいな道で新しい年を迎えよう」と、同会から１

３人が参加し、午後１時30分からおよそ１時間、昭和

インター線アクセス道路のゴミ拾いに汗を流しました。

昭和インター線のゴミ拾いを行う森下八木節保存会のみなさん

クリスマス会でミュージカル

村内各保育園では12月18日から24日にか

けて、クリスマス会を実施。

子育保育園では12月20日、園児の保護者を

招いてクリスマス発表会を実施しました。

園児たちは集まった家族の前で歌や演奏、

劇などを披露。年長組が演じた「ピーターパ

ン」では、園児の愛らしい演技にホールから

大きな歓声が上がっていました。

カーテンコールで拍手を浴びる園児（子育保育園）

農林水産統計調査に15年間協力したとして、本村の保坂初次

さん（鎌沢）に、農林水産大臣から感謝状が贈られました。

これは、10月18日の「統計の日」にちなみ贈られたもので、

保坂さんは毎日の農業経営の収支をまとめ１か月ごとに報告、

15年間継続して調査に協力してこられました。

感謝状を手に保坂さんは「妻の協力なくして、15年間継続す

ることはできませんでした。本当に感謝しています。次は20年

を目指して、頑張りたいと思います」と笑顔で話していました。 15年間統計調査に協力し感謝状が贈られた保坂さん

15年間の協力で農林水産大臣から感謝状

きれいな道で新しい年を



1 6

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金
の
受

給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
資
格

昭
和
村
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
　
①
群
馬
県
が
実
施
す
る
特

定
疾
患
医
療
ま
た
は
小
児
慢
性
特

定
疾
患
医
療
の
受
給
を
受
け
て
い

る
人
、
②
人
工
肛
門
も
し
く
は
人

工
膀
胱
の
手
術
を
受
け
た
人

■
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
特
定
疾

患
老
人
保
健
法
一
部
負
担
金
受
給

者
証(

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の

方
は
障
害
者
手
帳
）、
②
印
鑑
、

③
口
座
振
込
先
の
確
認
で
き
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）

■
支
給
額

月
額
２
、
０
０
０
円

（
年
１
回
、
口
座
振
込
に
よ
る
）

■
申
込
期
限

３
月
２
日(

月
）

■
申
請
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

子
ど
も
と
の
遊
び
場
や
、
育
児

相
談
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象

村
内
在
住
の
、
保
育

園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
子

の
い
る
家
庭

■
利
用
時
間

①
月
〜
金
の
午
前

10
時
〜
12
時
　
②
月
・
水
・
金
の

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

第
一
保
育
園
・
子
育
保

育
園

■
料
金

無
料
※
申
し
込
み
不
要

■
持
ち
物

麦
茶
を
飲
む
コ
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ

第
一
保
育
園

1
２
２
―
２
３
３
１
、
子
育
保
育

園
　
1
２
４
―
６
０
２
３

４
月
よ
り
、
国
保
被
保
険
者
全

員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
（
そ
の

他
要
件
あ
り
）の
世
帯
に
つ
い
て
、

保
険
税
の
お
支
払
い
方
法
が
「
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
」
と
「
口
座

振
替
」
の
選
択
制
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
は
保
険
税
の
納
め
忘
れ

が
な
か
っ
た
人
が
希
望
す
る
場
合
に
限

り
、
口
座
振
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
今
回
こ
よ
う
な
限
定
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
２
月
５
日

（
木
）
ま
で
に
、
税
務
課
で
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
の
手

続
き
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
年
金

か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
す
で
に
お
支
払

い
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
。

４
月
１
日
か
ら
働
け
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
数

若
干
名

■
資
格

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
取
得
見
込

み
の
者
　
①
社
会
福
祉
士
、
②
介

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金
の

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

第
一
保
育
園
・
子
育
保
育
園

ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

税
務
課
　
内
線
19

国
民
健
康
保
険
税
の

お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
を
募
集

谷口正朋さんピーターフランクルさんが講演
ミュンヘンオリンピックで得点王に輝くなど、

日本バスケットボール界史上最高の選手の一人と
して称えられる谷口正朋さん、テレビや雑誌など
でおなじみの数学者であり、大道芸人のピーター
フランクルさんを招き、第15回昭和村生涯学習大
会を開催します。

■日時 ２月21日（土） 午後１時～３時40分
■場所 村公民館多目的ホール
■内容
①生涯学習講演
演題：「スポーツと私」
講師：“やさい王国”昭和村ふるさと大使

谷口　正朋さん
②人権講演
演題：「人生を楽しくする方程式」
講師： ピーター　フランクルさん

第15回生涯学習大会

～ 講 師 紹 介 ～

谷口正朋さん

ピーター　フランクルさん

高校時代にバスケットボールを始め
る。日本代表チームの主将として
1972年のミュンヘン五輪に出場、得
点王に輝く。現役引退後、日本バスケ
ットボール協会専務理事などを歴任。
現在、後進の指導にあたるかたわら、
「“やさい王国”昭和村ふるさと大使」
として、昭和村のＰＲや提言などを行
っている。

1953年ハンガリー生まれ。1971
年国際数学オリンピックで金メダルを
獲得。1975年にパリ大学に国費留学
し、1977年に博士号を取得。1988
年からは日本に在住し、慶應義塾大学
の非常勤講師などを歴任。数学の楽し
さを伝えるべく数学クイズやパズルの
執筆にも意欲的に取り組んでいる。
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■もんだい
明けましておめでとうございます。

いよいよ2009年がスタートしました。
今年も一年間「広報しょうわ」をよ
ろしくお願いします。
それでは毎年恒例、お正月の問題で
す。今年の干支は何でしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝２月２日(月)。s発表＝「広報しょう
わ」２月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u12月号のクイズの答えは、「ラジオ」でし
た。応募総数は４通。当選者は次のとおりで
す(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

惜
し
ま
れ
て
散
る
人
生
や
紅
葉
谷

横
坂
　
庄
三

人
生
の
岐
路
薄
霜
の
如
く
来
し

梅
沢
　
ま
つ

立
て
付
け
の
悪
き
雨
戸
や
露
の
霜

大
河
原
　
一
郎

向
寒
の
深
さ
知
ら
さ
る
露
の
霜

杉
木
　
哲
二

露
霜
や
遅
き
日
の
さ
す
峡
の
村

真
下
　
章
子

運
動
会
八
木
節
音
頭
で
終
は
り
た

り
　
　
　
　
　
　
　
新
木
　
武
治

昼
月
を
か
た
わ
ら
に
置
き
い
わ
し

雲
　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
粂
子

大
夕
焼
一
望
秋
い
ろ
裏
赤
城

小
林
　
仁
作

解
凍
の
ボ
タ
ン
押
す
の
み
に
戻
る

肉
あ
た
た
ま
る
な
く
水
つ
き
も
な

し

板
橋
　
き
み
江

腰
痛
に
動
く
事
さ
へ
耐
え
難
く
庭

の
雑
草
目
に
見
え
て
伸
ぶ

和
南
城
　
き
の
江

白
鳥
は
今
年
も
一
羽
か
小
山
川
細

き
う
な
じ
で
我
と
見
交
わ
す

吉
沢
　
た
ね
子

そ
の
昔
角
を
か
く
し
た
花
嫁
も
今

は
し
っ
か
り
威
風
堂
々

堀
沢
　
進

今
日
八
日
暦
め
く
れ
ば
又
思
ふ
真

珠
湾
攻
撃
に
級と

友も

の
散
り
し
を

沢
浦
　
芳
枝

薄
き
眉
整
へ
笑
み
と
ふ
友
思
ふ
早

癒
へ
て
写
せ
鏡
に
そ
の
顔堤

　
み
ゑ

手
の
し
び
れ
に
覚
め
て
揉
み
い
る

長
き
夜
の
暗
闇
を
来
る
新
聞
配
達

星
野
　
利
子

「
農
夫
の
定
義
」
問
は
れ
や
や
措

き
答
へ
た
り
穂
を
拾
ふ
人
と
見
向

き
も
せ
ぬ
人

今
井
　
與
兵
衛

★林　　　佳　奈（15歳）
★新　木　し　ま（96歳）
★諸　田　　　悠（15歳）
★中　嶋　元　暉（10歳）

大 河 原
吹 　 張
森 下 下
根 　 岸

応募規定

護
福
祉
士
、
③
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

■
試
験
日

２
月
22
日(

日)
■
試
験
場
所

昭
和
村
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

■
試
験
内
容

一
般
教
養
試
験

（
一
次
試
験
）

■
募
集
期
限

２
月
６
日
（
金
）

必
着

■
必
要
な
も
の

履
歴
書
、
資
格

証
明
書
の
写
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議

会
　
1
２
０
―
１
１
２
６

閉
じ
こ
も
り
と
は
、
寝
た
き

り
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
自
宅
か
ら

出
な
い
で
過
ご
す
状
態
の
こ
と

で
す
。
具
体
的
に
は
週
一
回
も

外
出
し
な
い
よ
う
な
場
合
を
指

し
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活

が
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、
転
倒
、

骨
折
な
ど
の
病
気
を
招
き
、
や

が
て
介
護
が
必
要
な
状
態
へ
と

移
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

②
１
日
30
分
は
体
を
動
か
す

③
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る

④
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
す
る

⑤
積
極
的
に
外
に
出
る

⑥
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る

⑦
趣
味
を
楽
し
む

⑧
転
倒
し
な
い
よ
う
家
の
中

を
工
夫
す
る

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
⑤

閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

地
域
地
域

訂
正
と
お
詫
び

広
報
し
ょ
う
わ
12
月
号
４
ペ
ー
ジ
掲

載
「
澤
浦
彰
冶
さ
ん
農
林
水
産
祭
で
天

皇
杯
を
受
賞
」
の
中
で
、「
農
業
生
産
法

人
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
」
と
あ
り
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
「
農
業
生
産
法
人
グ
リ

ン
リ
ー
フ
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



▼
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
　
※
電
話
予
約
が
必
要

▼
場
所

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
５
階
　

▼
問
い
合
わ
せ

県
長
寿
社
会
づ

く
り
財
団
内
　
シ
ニ
ア
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
　
1
０
２
７
―
２
５
５

―
２
３
０
０

群
馬
労
働
局
で
は
、
県
内
６
カ

所
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
労
働
分
野
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

紛
争
の
未
然
防
止
、
解
決
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
群
馬
労
働

局
企
画
室
内
）

1
０
２
７
―
２

１
０
―
５
０
０
２
ま
で
。

農
業
に
使
用
す
る
軽
油
に
課
さ

れ
る
軽
油
引
取
税
は
、
一
定
の
手

続
き
を
行
っ
た
場
合
に
限
り
、
課

税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

農
業
者
が
使
用
す
る
農

業
用
機
械
で
、
ほ
場
な
ど
で
農
作

業
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
軽
油

▼
受
付
期
間

２
月
２
日
（
月
）

〜
20
日
（
金
）
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介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
人
、

仕
事
の
内
容
を
知
り
た
い
人
に
、

介
護
施
設
の
職
員
な
ど
が
、
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
開
催
日
・
会
場

①
２
月
１
日

（
日
）
太
田
市
学
習
文
化
セ
ン
タ

ー
、
②
２
月
７
日
（
土
）
利
根
沼

田
文
化
会
館
、
③
２
月
８
日
（
日
）

高
崎
・
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
、
④

２
月
15
日
（
日
）
群
馬
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
時
間

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
内
容

介
護
施
設
職
員
に
よ
る

個
別
相
談
、
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
相
談

▼
申
込
み
方
法

当
日
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
介
護
高
齢
課

1
０
２
７
―
２
２
６
―
２
５
７
６

群
馬
県
最
低
賃
金
は
平
成
20
年

10
月
16
日
か
ら
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
は
平
成
20
年
12
月
20
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
　
1
０
２
７
―

２
１
０
―
５
０
０
５

団
塊
世
代
の
中
高
年
齢
者
の
再

就
職
支
援
に
加
え
、
就
農
、
起
業
、

地
域
活
動
、
生
涯
学
習
、
年
金
等

生
活
設
計
な
ど
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
所
日

月
〜
金
曜
日
※
祝
祭

日
を
除
く

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

介
護
職
等
を
め
ざ
す
人
の
た
め
の

地
区
別
就
職
相
談
会
を
開
催

◆
県
介
護
高
齢
課

おまわりさんからのお知らせ

平成20年村内の事故・事件の発生状況
新年明けましておめでとうございます。平成20年

の村内の事故・事件の発生状況をお知らせします。

◎交通事故発生状況

◎事件発生状況

昭和駐在所は、村の「安心・安全な地域づくり」

に取り組んでいます。今年も一年、よろしくお願い

いたします。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金
！

◆
群
馬
労
働
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最低賃金一覧表

区　分

群馬県最低賃金
（地域別最低賃金）

製鋼･鉄素形材製造業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

675円

784円

774円

772円

774円

平成20年
10月16日

平成20年
12月20日

時間額 改正発効日

特
定
最
低
賃
金

※事故の主な原因は、信号無視、一時不停止、わき見運
転などです。車を運転する際は運転に集中し、安全運転
に心がけましょう

件 数
死 者
傷 者
物件事故
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平成19年 平成20年 平成19年
昭　和　村 沼 田 署 管 内

窃　盗　種　別 地　　　区件数
自動車(トラック)盗難
一 般 住 宅 の 空 き 巣
事務所・給油所荒らし
車 上 ね ら い
自 動 販 売 機 ね ら い
農 機 具 の 部 品 盗 難
振 り 込 め 詐 欺
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糸井、貝野瀬、赤城原、生越
糸井、川額
糸井、森下、橡久保、貝野瀬
糸井、森下
森下、川額
糸井、森下
糸井



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：２月９日（月）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：１
月30日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：２月６
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話1

０２７－２３１－４４８８

国民健康保険税８期、水道料３
期、保育料１月分、村県民税４期、
下水道使用料５期、学校給食費１
月分は、２月２日（月）が納期で
す。完納にご協力下さい。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

1 9

わが村の人口

人　口　7,794人　(－10)
男　　3,861人　(±０)
女　　3,933人　(－10)
世帯数　2,286世帯(＋３)
※（ ）内は前月比

１月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル
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